
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立川島ひばりが丘特別支援学校 ） 

目 指 す 学 校 像 
・将来の自立や社会参加に向け、心豊かに、たくましく生きる力を身につけることのできる学校。 

・保護者や地域、関係諸機関から信頼され、誇れる学校。 
      ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        
達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 児童生徒一人ひとりの可能性と力を最大限引き出す授業づくり 

２ 共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための取組の推進 

３ 年間を通して児童生徒が健康で安全に学習できる環境づくり 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)    出席者 学校関係者    名 

     生徒       名 

     事務局(教職員)  名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  月  日  現 在 ）  実施日 令和 年 月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

①教員の資質向上：前年度当初面談で全教員

に周知したPlantを活用した研修受講について、

年次研修に限らず積極的な活用が多くみられた。 

②支援プラン：本校グランドデザインや

自立活動の「流れ図」を踏まえた作成

ができている。ICT 機器を活用し、個

に応じた指導が充実している。 

③働き改革の取組：働き方改革に資する

ため、校務組織を一部再編した。 

【課題】 

①：教職員のキャリアステージに応じた

研修を進めていくよう働きかけていく

必要がある。 

②：学習到達チェックリストを活用した

教育課程の策定、ICT 機器の活用等に

より指導･実践を進める必要がある。 

③：県方針を踏まえた働き方改革促進に

向け校務 DX に取組む必要がある。 

〇組織的に

教育力を向

上させる 

①教職員のキャリアステージに応じて、Plant の       

活用や OJT を踏まえた研究と修養に取組み、ひ

ばりの教育実践を継承・発展させる。 

②㋐教育課程のグランドデザインを活用した教育

課程（日課表）の見直しに取組む。 

㋑自立活動部と担任間の共通理解に基づく「流

れ図」を踏まえた個別の指導計画立案を定着

させ、学習到達チェックリストを活用した児

童生徒の実態把握に努め、ICT 機器の積極

的・効果的な活用による指導の充実を図る。 

③㋐管理職をはじめ、教職員間で気軽に相談助言

ができる風通しの良い職場環境を作る。 

㋑組織改編の成果と課題を整理し、教科会の在 

 り方について検討し、教職員の負担を軽減で 

きるようにする。 

㋒校務支援システムの運用を進め、Microsoft  

Teams や AI を積極的に活用して、教育 DX を 

さらに進めることで総業務量に対する業務時 

間の削減に向けて取組む。 

学校評価アンケート、各学部・

分掌等のシートを活用し次の項

目と連鎖する場合は、その達成

状況を参考とする。 

①キャリアステージに応じた  

Plant を活用した研修、校内 

研修を実施できたか 

②㋐グランドデザインを踏まえ 

た教育課程が提案されたか 

㋑「流れ図」や ICT 機器、学習

到達チェックリスト活用で、

個に応じた指導が充実したか 

③㋐相談し易い環境だったか 

㋑校務組織の成果課題を整理し 

教科会の在り方について検討 

して、教職員の負担軽減につ 

ながる提案ができたか 

㋒校務支援システムの導入、 

Microsoft Teams や AI の活用 

が進んだか 

   

  

２ 

【現状】 

①地域連携：地域の求めに応じた支援等

に加え、交流会を通じて相互理解を深

めることができている。 

②進路指導：進路開拓、現場実習を踏ま

えた進路実現ができている。 

③学校運営協議会：様々な意見について

は、学校運営に反映するなどしている 

【課題】 

①：今後も要請に応じ適切に対応すると

共に相互理解を促進する必要がある。 

②：進路実現に向けて、地域ネットワー

クを活用していく必要がある。 

③：今後も意見を参考に、本校の教育活

動を充実させる必要がある。 

〇共生社会

の形成に向

けた取組を

進める 

①㋐行政機関や地域に向けた本校のセンター的機  

能を充実させ、地域の求めに応じた支援や教育

相談を実施する。 

㋑相談部・支援連携部と連携しながら学校間交 

流、支援籍学習の情報発信を行い、相手校と

十分に検討しながら、積極的に共に学ぶ機会

を設定する。 

②市町やハローワークに加え、医療的ケアを必要  

とする重度・重複障害を有する生徒に対応でき

る生活介護施設との連携を深める。 

③学校運営協議会を開催し、委員に本校の教育活 

動を理解いただくと共に課題や支援策等につい

て意見を交換する。 

学校評価アンケート、各学部・

分掌等のシートを活用し次の項

目と連鎖する場合は、その達成

状況を参考とする。 

①㋐地域からの要請に、適切に 

対応できたか 

㋑実施後のアンケート結果から 

相互の理解を深める取組とな 

っていたか 

②進路開拓を進め、希望の進路 

実現ができたか 

③今後の学校運営についての意 

見を挙げていただけたか 

   

  

３ 

【現状】 

①安全・安心の維持向上：ヒヤリハット

も踏まえながら、安全な医療ケアの運

営ができている。 

②災害、緊急対応、情報発信：避難訓練

を行い、危機管理意識を高めている。 

③安全な学習環境：防犯、施設設備の安

全の確認に加え、感染予防についても

適切に行うことができている。 

【課題】 

①：今後も保護者負担の軽減と安全安心

の医療的ケアに努める必要がある。 

②：新設の危機管理委員会の下、適切な

災害対策を検討していく必要がある。 

③：今後も施設設備の安全管理や感染症

対策を行っていく必要がある。 

〇児童生徒

が安全安心

に学習でき

る学習環境

を整える 

①医療的ケア体制整備事業について、組織的に円  

滑に進めると共に、継続的に医療的ケア担当教

員を育成する。 

②危機管理委員会を運営し、非常災害時に状況に  

応じて適切に対応できるようマニュアルや職員

の体制を整え、適切な情報発信を行う。学校全

体のヒヤリハットの把握と報告を適切に行い、

リスクマネジメントについて学校全体の意識を

高めることで、事故の未然防止にもつなげる。 

③㋐日々の門扉の閉鎖を適切に行い外部からの侵  

入によるリスクを下げるほか、施設設備の安全

点検を実施する。 

㋑手指の消毒等に努め、児童生徒の日々の健康 

状態に注意を払いながら指導を進める。 

学校評価アンケート、各学部・

分掌等のシートを活用し次の項

目と連鎖する場合は、その達成

状況を参考とする。 

①医療的ケアの安全な実施がで  

きたか。 

②危機管理委員会を通して、校  

内の危機管理意識を高めるこ

とができたか。ＨＰやメール

配信による情報提供は適切で

あったか。 

③㋐防犯対策や施設設備の安全

確認が適切に実施できたか。 

㋑感染予防に努めながら、日々

の指導ができたか。 
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